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11月～12月の行事 

 

11/3(月)    みんなの暮らしを守る会 

         文化祭 

        11:00～16:00 

             守る会事務所 

11/8(土)     市民福祉のつどい 

        10:00～15:00 

               橘公園 

11/12(火)  わっしょいカーニバル 

        13:00～15:00 

              中央公民館 

 

※12 月の後半頃に、今年もクリスマ

ス会や忘年会などの楽しい行事を企

画しています。 

内容などでリクエストあれば意見

下さい。 

曲が出展した作品 

「古都奈良の秋」 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                     

 

 

 

 

  みんなの暮らしを守る会文化祭に参加しました・・・ 

 今月の3日の「文化の日」にみんなの暮らしを守る会の文化祭があり、当 

工房も参加させて貰い、来年のカレンダーとポストカードを販売させて頂きま

した。 

 「みんなの暮らしを守る会」は、私が日頃からお世話になっている西宮のヘ

ルパーステショーンを利用している障害をもつ利用者の仲間で結成されている

団体で、普段は「自分たちのヘルパーを障害当事者自らが養成し、育てること」

を目的に、ガイドヘルパーや重度訪問介護ヘルパー養成などの各種障害者のヘ

ルパー養成講座をしています。 

 西宮のヘルパー事業所の利用者には、絵画や「さおり織」などの習いごとを

している人が多いこともあって、

利用者さんたちの作品を展示す

ることで利用者同士や地域の

人々との交流を深めたいという

思いで、今回の文化祭を企画さ

れました。 

 展示されていた作品の中には、

足だけで描いた「りんご」や「田

舎の風景」などの水彩画や「花」

を描いた油絵、貼り絵、さおり

織などがあり、どの作品も一人ひとりの利用者

さんたちの思いが込められた力作ばかりでした。  

私もヘルパー事業所の一人の利用者として、先月、「秋らしい写真」を求めて、奈良の紅葉や

鹿の写真を撮りに行ってきたときの写真を PhotoShopで「パステル画風」に加工して、作品と

して額に入れて出展しました。 

 「プロが撮った写真みたいね・・・」「これ絵じゃなくて写真なの・・・」「わぁ、きれいな

写真」などの私にとって嬉しい好評を数多く頂くことができました。 

 この文化祭は、私にとって身内仲間的なイベントだったこともあり、多くの障害をもつ仲間

やヘルパーさんたちにカレンダーやポストカードを買ってもらうことができました。  

 まさに「芸術の秋」にふさわしい文化の日のひと時を過ごすことができました。 

       曲 圭子 

市民福祉のつどいに参加しました 

 １１月８日（土）に尼崎市橘公園で市民福祉のつどいが行われました。 

今年から東北支援物品販売に加えて当工房の所員さんが描いたイラストや写真などを使ったカレンダーも販売しました。 

 お客さんのなかには昨年の出店を覚えていてくれて「また、今年も買いに来た」と言っていただいたり、東北に行った

ことのある方が協力して買ってくれたりしてくれました。 

 カレンダーも買ってくれる方もおられましたが、販売数は少なかったので、デザインや使い易さなどの再検討をし、買

ってもらえる製品を作っていけたらと思いました。 

浦部 吉久佐 

 



スタッフ、たまにはつぶやく 

 この度、チャレンジ工房の曲圭子所長が全日本身体障害者水泳選手権

大会において部門別での金メダルを獲得されました。曲所長が日々、プ

ールや合宿でコツコツと練習をされているのを知っている私にとって

も努力が報われたと大変うれしく思っております。野球のイチロー選手

が「壁というのは、できる人にしかやってこない。超えられる可能性が

ある人にしかやってこない。だから、壁がある時はチャンスだと思って

いる」言っています。曲所長は目の前の壁をひとつひとつ越えて行って

今回の結果を手に入れられたのだと思います。 

 何事も一歩ずつでも積み重ねていけば何らかの結果につながってい

くのだと思い、改めて自分自身もスタッフとしての研鑽を積んでいかな

ければと思います。いろいろな面で信頼されるスタッフになれるよう努

力せねばと今日この頃です。 

 喜ばしいニュースの報告をかねて筆を執らせていただきました。                     

浦部吉久佐 

 

 ご声援ありがとうございました。 

 お陰さまで自己ベストをぬりかえて帰って 

くることができした。 

 これからも工房のスタッフとして、水泳選手と 

して、常にレベルアップを図れるように、一日 

一日大切にしながら、努力していきたいと 

思っています。        曲 圭子 

 

工房の日々～ 壁かけカレンダーできました ～ 

 9月に西宮で開催された「モノづくりの絆市」などで多くのお客さんに「ハガキサイズの卓上カレンダーだけではなく、

予定が書き込める大判の卓上カレンダーや壁掛けタイプのカレンダーがあれば欲しい」というお声を頂いて、2 種類のハ

ガキサイズの卓上カレンダーに加え、A5サイズの大判の卓上カレンダー、ポスタータイプカレンダー、2ヶ月1枚のA3

サイズの3種類のカレンダーを新たに作りました。 

 中でもポスタータイプのカレンダーは、「一つぐらいは、来年の干支の「羊」をモチーフにしたカレンダーを作りたい」

という思いがあって、当誌やカレンダー、ポストカードに使用するイラス

トを描いてくれている所員の A さんに「羊」のイラストを書いて貰い、

牧場をイメージした可愛らしい1枚のポスタータイプのカレンダーに仕

上げました。 

 嬉しいことに工務店を営んでおられるAさんのお父様から「娘がデザ

インしたカレンダーなら、これに工務店の社名を入れて貰って、年末の

挨拶まわり用のカレンダーとして、使いたい」と言って下さり100部の

予約注文を頂きました。 

 カレンダー作りもポストカード作りも今年の2月の「モノづくりの絆

市」を機に当工房の活動の一つとして始めたばかりなので、一般の雑貨

屋さんや書店で販売しているような機能性にもデザイン性にも優れたカ

レンダーを作り、販売することは、まだまだ所員・スタッフともに時間

と経験が必要で、遠い道のりだと考えています。 

 来年以降、所員・スタッフともにデザインなどの研修や経験をしっか

り積んで、「売れる製品作り」に励みたいと思っている今日この頃です。 

今年、初めて当工房のオリジナル自主製品として作成した５種類のカ

レンダーに使用したイラストや写真はすべて当工房の所員・スタッフに

よるものでオリジナルです。 

つきましては、是非カタログ、当工房のホームページにて、一度拝見

して頂きご注文頂けると幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
名刺、年賀状、喪中はがき印刷承ります!! 

当工房では、日頃の研修で磨いたパソコン技術を活か

し、名刺、年賀状、チラシなどの軽印刷物の作成やホー

ムページの作成等の工賃仕事に取り組んでいます。 

 何枚からでも格安で印刷しますので、「年賀状」などの

作成・印刷は、ぜひ当工房にお任せ下さい。 

はがき印刷 名刺印刷 

オリジナル原版作成   1000円 

印刷 1枚につき 

単色刷り  10円 

カラー刷り 30円 

カラー・単色刷り 

100枚 1000円 

表面の宛名書き  

 10円/1枚毎 

 

 

 

裏面刷り  

100枚 1000円 

 


